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研究成果の概要： 

 

 血小板活性化上清が惹起する多彩な細胞応答を明らかにし，その構成成分である生理活性脂

質の重要性を明らかにした．中でも，血小板に豊富に含まれ，活性化に伴って放出されるスフ

ィンゴシン 1-リン酸（Sph-1-P）に関しては，その詳細な機能的役割を明らかにした．また，

血漿，血清中のSph-1-Pの測定の臨床検査医学的応用を進め，その基準値を確定するとともに，

慢性肝疾患における低下を明らかにした． 

 一方，リゾリン脂質として Sph-1-P と構造上の共通性を有するリゾホスファチジン酸（LPA）

に関しては，必ずしも血小板がその産生源ではないことが明らかとなったが，血漿 LPA，さら

には，血清オートタキシン（ATX；それが有するリゾホスホリパーゼ D 活性により LPA が産

生される）の測定の臨床検査医学的応用を進めた．その結果，ATX が悪性リンパ腫，肝線維化

のバイオマーカーとなることを明らかにするとともに，将来の臨床応用が期待される ATX 自

動測定の系を確立した． 

 以上の研究成果は，多機能性細胞である血小板の機能的役割の解明に貢献するとともに，生

理活性脂質の臨床検査医学という新しい研究領域の開拓に寄与するものである． 
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１．研究開始当初の背景 

 活性化血小板からは多くの生理活性物質
が放出されるが，その放出動態や各成分の相
対的重要性に関しては不明の部分が多かっ
た．また，生理活性脂質に関しては，その測
定の困難さから，臨床的な観点からの測定が
なされていなかった． 
 

２．研究の目的 

 活性化血小板上清の解析を通じて，血小板
の多機能性の物質的基盤を明らかにすると
ともに，その構成成分の測定の臨床検査医学
的応用を目指す． 

 

３．研究の方法 

 生体内における種々の血小板活性化様式
に対応した活性化血小板上清を作成し，その
中に含まれる生理活性物質の定量解析を行
う．活性化血小板上清の種々の細胞・組織に
対する作用を観察した上で，その中に含まれ
る特定の生理活性物質の作用を特異的に制
御する処理を施し，個々の生理活性物質の寄
与を解析する．さらには，臨床検査への応用
を念頭におき，健常人，疾患症例の血漿検体
を用いて，種々の血小板由来生理活性物質の
測定を行う． 

 

４．研究成果 
 血小板活性化上清が惹起する多彩な細胞
応答を明らかにし，その構成成分である生理
活性脂質の重要性を明らかにした．中でも，
血小板に豊富に含まれ，活性化に伴って放出
されるスフィンゴシン 1-リン酸（Sph-1-P）
に関しては，その詳細な機能的役割を明らか
にした．また，血漿/血清中の Sph-1-P，血漿
LPA/血清 ATX の測定の臨床検査医学的有用性
を明らかにした． 
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